
宇宙空間系ビジネス

民間企業が主導している領域

ispaceの事業領域

政府が主導して開発してきた領域

天文系ビジネス
小惑星

月
火星

探査機

宇宙船

地球

ロケット

補給船 ISS（国際宇宙ステーション）

人工衛星

地上系
ビジネス

<<<裏面へつづく

世
界
初
の
月
面
探
査
レ
ー
ス
に
参
加

　

２
０
１
７
年
末
ま
で
に
民
間
資
本
で
月
に
探

査
機
を
送
り
込
み
、
月
面
で
５
０
０ｍ
以
上
を
移

動
、
月
面
の
Ｈ
Ｄ
（
高
精
細
度
）
画
像
を
地
球

に
送
る
こ
と
に
成
功
し
た
最
初
の
チ
ー
ム
に
賞
金

２
０
０
０
万
ド
ル
（
約
22
億
円
）
を
贈
る
─
─
現

在
、
そ
ん
な
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
。
レ
ー
ス
の

名
は
、「
グ
ー
グ
ル
・
ル
ナ
・
Ｘ
プ
ラ
イ
ズ
」。
07
年

に
ス
タ
ー
ト
し
、
当
初
は
世
界
中
か
ら
34
チ
ー
ム

が
名
乗
り
を
上
げ
た
が
、
実
際
に
打
ち
上
げ
ま
で

こ
ぎ
着
け
た
チ
ー
ム
は
ま
だ
一
つ
も
な
い
。

　

そ
ん
な
壮
大
な
レ
ー
ス
に
、
唯
一、
日
本
か
ら
挑

ん
で
い
る
の
が
、
従
業
員
30
人
足
ら
ず
の
宇
宙
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
、
株
式
会
社
ｉｓｐ
ａｃｅ
（
ア
イ
ス
ペ
ー

ス
、
東
京
・
港
区
）だ
。
東
北
大
学
の
研
究
チ
ー

ム
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
協
力
し
、
総
勢
１
０
０

人
余
り
が
参
加
す
る
「
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
（
ハ
ク
ト
）」

を
中
心
と
な
って
運
営
し
て
い
る
。

「
今
年
の
12
月
に
、
イ
ン
ド
の
ロ
ケ
ッ
ト
Ｐ
Ｓ
Ｌ
Ｖ
で

ロ
ー
バ
ー
（
月
面
探
査
車
「
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」）
を

打
ち
上
げ
る
予
定
で
す
」
と
ｉｓｐ
ａｃｅ
代
表
取

締
役
で
あ
り
、
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
代
表
で
も
あ
る
袴

田
武
史
さ
ん
。

　

今
回
、
チ
ー
ム
は
ロ
ー
バ
ー
だ
け
を
開
発
し
、
月

着
陸
船
は
他
チ
ー
ム
の
も
の
に
相
乗
り
し
て
い
く

作
戦
だ
。
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
が
作
る
ロ
ー
バ
ー
の
特
徴

は
、
と
に
か
く
軽
く
小
さ
い
こ
と
。

「
設
計
に
あ
た
っ
て
、
最
も
重
視
し
た
の
は
軽
量

化
で
す
。
打
ち
上
げ
費
用
は
重
さ
単
位
で
か
か
っ

て
き
ま
す
か
ら
、
軽
量
化
す
る
と
コ
ス
ト
を
大
幅

に
抑
え
ら
れ
ま
す
。
開
発
を
詰
め
て
いっ
た
結
果
、

４
kg
ま
で
軽
く
し
ま
し
た
。
他
チ
ー
ム
は
20
～
30

kg
く
ら
い
の
ロ
ー
バ
ー
も
あ
り
ま
す
。
徹
底
的
に

機
能
を
絞
り
、
小
さ
く
て
緻ち
み
つ密
な
加
工
が
で
き
る

工
場
を
日
本
中
探
し
歩
い
て
実
現
し
ま
し
た
。
日

本
に
は
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す
る
た
め
の
優
れ
た
技

術
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
費
用
は
10
億
円

　

米
国
の
あ
る
ロ
ケ
ッ
ト
会
社
の
数
字
で
は
、
月
ま

で
の
打
ち
上
げ
費
用
は
１
kg
あ
た
り
１
２
０
万
ド

ル（
約
1.3
億
円
）。
単
純
計
算
す
る
と
４kg
で
５
億

円
以
上
の
打
ち
上
げ
費
用
が
必
要
と
な
る
。
当

仕事で  
社会を

変えたい！

提供：HAKUTO

提供：HAKUTO

然
、
資
金
集
め
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
だ
っ
た
。

「
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
10
億
円
強
の
費
用
が
か

か
り
ま
す
。
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な
って
く
れ
る
企
業
を

探
し
て
、
企
業
の
ト
ッ
プ
に
１
０
０
通
く
ら
い
自
筆

の
手
紙
を
書
き
ま
し
た
」

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
手
紙
で
手
を
挙

げ
て
く
れ
た
企
業
は
１
社
も
な
か
っ
た
。

「
風
向
き
が
変
わ
っ
た
の
は
、
15
年
に
優
秀
な
開
発

を
行
って
い
る
チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ
る
中
間
賞
を
受

賞
し
て
か
ら
。
ま
ず
１
社
が
名
乗
り
を
上
げ
て
く

れ
、
そ
れ
か
ら
徐
々
に
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
が
増
え
て

い
き
ま
し
た
」

　

並
行
し
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
投
資

を
受
け
る
こ
と
に
加
え
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
広
く
一

般
の
人
に
呼
び
か
け
、資
金
を
出
し
て
も
ら
う
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
し
く
み
を
、
日
本
に
導
入

さ
れ
た
直
後
の
12
年
か
ら
フ
ル
活
用
し
た
。

　

着
々
と
打
ち
上
げ
準
備
を
進
め
る
一
方
で
、
袴

田
さ
ん
の
目
は
、
早
い
時
期
か
ら
レ
ー
ス
後
に
向
い

て
い
る
。
ｉｓｐ
ａｃｅ
が
目
標
と
す
る
の
は
、
先
々

に
広
が
る
民
間
で
の
宇
宙
開
発
事
業
。
レ
ー
ス
は

通
過
点
の一つ
に
過
ぎ
な
い
か
ら
だ
。

「
地
球
と
月
と
の
間
の
宇
宙
を
シ
ス
ル
ナ
空
間
と
呼

び
ま
す
が
、
ご
く
近
い
将
来
、
シ
ス
ル
ナ
経
済
圏

が
発
展
し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
様
々
な
目

的
の
衛
星
や
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョン
な
ど
、
地
球
周
り

の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
そ
れ
を
支
え
る
産
業

が
数
多
く
登
場
す
る
で
し
ょ
う
」

目
指
す
は｢

宇
宙
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド｣

　

ｉｓｐ
ａｃｅ
が
目
指
す
の
は
、
ま
ず
月
で
の
資
源

探
査
だ
。
中
で
も
水
に
着
目
し
て
い
る
。

「
月
に
は
最
大
60
億
ト
ン
の
水
が
あ
る
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
探
り
当
て
、
太
陽
光
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
水
素
と
酸
素
に
分
解
す
れ
ば
ロ
ケ
ッ
ト
の
燃

料
に
な
る
。
月
面
や
月
周
回
軌
道
上
で
ガ
ス
ス
テ
ー

シ
ョン
を
開
く
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
」

　
い
わ
ば
、「
宇
宙
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
」
だ
。
地

球
か
ら
打
ち
上
げ
る
ロ
ケ
ッ
ト
は
、地
球
の
引
力
圏

を
脱
出
す
る
の
に
燃
料
の
大
半
を
消
費
す
る
。
し

か
し
、地
球
の
周
回
軌
道
上
に
あ
る
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
物
資
を
補
給
す
る
の
に
、月
か
ら
行
け
ば
、
地

球
か
ら
の
１
０
０
分
の
１
の
コ
ス
ト
で
済
む
と
い
う
。

「
２
０
３
０
年
く
ら
い
に
は
ガ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
は
じ
め
る
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
め
て
い
き
た

い
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
（
米
航
空
宇
宙
局
）
も
、
そ
の
こ

ろ
に
は
月
で
補
給
を
し
て
火
星
に
向
か
う
と
い
う

計
画
を
発
表
し
て
い
ま
す
」

　

宇
宙
への
夢
は
、
ど
ん
ど
ん
広
が
って
い
く
。

ローバー開発で、小型軽量化以外にもこだわっ
たことの一つがデザイン。宇宙へのチャレンジを
感じさせ、ワクワクするようなデザインにしたいと
考えた。「将来の宇宙旅行も、素っ気ない箱の
ような宇宙船でなく、スター・ウォーズのような夢
のある機体で行きたい」と袴田さんは言う。

振動試験の様子。ローバーには、
国の特注品ではなく技術とコストに
優れた民生部品が多く使われる。
月面の過酷な環境を見据え、テスト
が続く。

日本政府は2030 年代の早い時期に、国内の市場規模を現在の2倍の2兆 4000
億円前後に増やす目標を掲げており、宇宙産業活性化を金融面から後押しする。

既成のコースは選ばない
 自ら道を考え、
  宇宙開発の新たな時代を
   切り拓く

宇宙開発を担う日本のベンチャー企業、ispaceの代表。
個性や特技を結集し、「民間の力」で

宇宙の未来を拓こうとチャレンジを続けています。
宇宙にかける思い、起業までの歩みをうかがいました。

［株式会社 ispace  代表取締役 袴田 武史さん ］
は か ま だ た け し

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

106
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144 161 168 177

189 195 203 208

19%

（年）

15% 18% 11% 5% 6% 7% 3% 4% 3%

State of the Satellite Industry Report (September 2016) をもとに構成
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世界規模では
業界の市場は
１０年で２倍に！

（単位：10億ドル）

成長率
(前年比）

世界の宇宙産業市場規模の推移

「SORATO」 は打
ち上げコストを抑え
るため、航空機など
に使われる炭素繊
維強化プラスチック
を使って総重量を軽
くした。

宇宙開発・利用の構造と官民の産業の範囲

発行者：株式会社東京証券取引所
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自分の未来、
ニッポンの未来を

  起こそう！

000.ocoso6.19omo.indd   1 17/06/23   1:30



〝
宇
宙
船
の
作
り
方
〟
を
学
び
に
海
外
へ

　

大
学
３
年
生
の
時
、
袴
田
さ
ん
は
海
外
留
学
を

意
識
す
る
よ
う
に
な
る
。

「
普
通
は
、
そ
の
ま
ま
大
学
院
に
進
学
す
る
の
で
す

が
、
研
究
室
に
魅
力
を
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど

の
研
究
室
も
世
界
最
先
端
の
研
究
を
し
て
い
る
も

の
の
、
分
野
が
非
常
に
細
分
化
さ
れ
て
い
て
、
宇

宙
船
を
設
計
で
き
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
ん
で
す
。

学
び
た
か
っ
た
の
は
、
多
く
の
分
野
を
最
適
化
し
、

宇
宙
船
の
形
に
シ
ス
テ
ム
化
し
て
い
く
全
体
設
計
の

技
術
で
し
た
」

　

当
時
、
大
学
内
で
留
学
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
お

ら
ず
、
大
学
の
友
人
に
は
反
対
さ
れ
た
。
し
か
し

袴
田
さ
ん
は
学
部
を
卒
業
す
る
と
、
米
国
の
ジ
ョ
ー

ジ
ア
工
科
大
学
の
大
学
院
に
留
学
す
る
。

「
理
論
よ
り
も
実
践
的
な
宇
宙
工
学
を
学
べ
る
大

学
院
を
ネ
ッ
ト
で
探
し
ま
し
た
。
入
学
し
て
み
る

と
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
や
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト
を

研
究
室
で
請
け
負
い
、
学
生
が
実
際
に
問
題
を
解

決
し
な
が
ら
技
術
を
学
ん
で
い
け
る
環
境
で
し
た
」

　

そ
し
て
、「
宇
宙
開
発
は
、
こ
れ
か
ら
民
間
の
時

代
が
来
る
」
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ロ
ボ
コ
ン
優
勝
を
目
指
し
た
少
年
時
代

　

袴
田
さ
ん
が
最
初
に
宇
宙
に
興
味
を
持
っ
た
の
は

小
学
校
４
年
生
の
頃
。
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
い
た

『
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
』を
観
た
の
が
き
っ
か
け
。し

か
し
、
レ
ゴ
ブ
ロッ
ク
で
宇
宙
船
作
り
に
熱
中
し
て
い

た
袴
田
少
年
が
、次
に
夢
中
に
な
っ
た
の
は
ロ
ボ
ッ
ト

だ
っ
た
。

「『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学
ロ
ボ
コ
ン
』（
現
在
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
生
ロ

ボ
コ
ン
）
が
好
き
で
、
将
来
は
自
分
も
出
場
し
た
い

と
夢
見
て
い
ま
し
た
。
大
学
は
、
ロ
ボ
コ
ン
の
強
豪

校
で
あ
る
東
工
大
（
東
京
工
業
大
学
）
に
進
学
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
」

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
大
学
受
験
を
控
え
た
高
校

生
の
時
、
意
外
な
形
で
宇
宙
へ
の
強
い
思
い
が
浮
か

び
上
が
って
く
る
。

「
ロ
ボ
コ
ン
に
出
る
た
め
に
は
、
東
工
大
の
『
機
械

宇
宙
学
科
』
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す

が
、そ
の〝
宇
宙
〟の
文
字
を
見
た
時
に
、
自
分
の

心
に
潜
ん
で
い
た
宇
宙
に
対
す
る
憧
れ
が
よ
み

が
え
っ
て
き
た
ん
で
す
」

　

東
工
大
に
２
年
連
続
し
て
挑
戦
す
る
も
不

合
格
と
な
り
、
袴
田
さ
ん
は
上
智
大
学
の
機
械

工
学
科
に
進
学
す
る
。

「
最
初
は
、
楽
し
く
大
学
生
活
を
送
っ
て
、
航
空

宇
宙
工
学
科
の
あ
る
大
学
院
へ
進
め
ば
い
い
か
な

と
。
し
か
し
、
半
年
く
ら
い
経
つ
と
、
こ
の
ま
ま

宇
宙
へ
の
志
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と

不
安
に
な
り
ま
し
た
」

　

結
局
、
大
学
を
受
験
し
直
し
、
名
古
屋
大

学
の
機
械
・
航
空
工
学
科
に
合
格
。
猛
勉
強

し
て
、
２
年
生
か
ら
は
念
願
の
航
空
宇
宙
工
学

コ
ー
ス
へ
進
む
こ
と
に
成
功
し
た
。

　

大
学
院
を
修
了
し
、
日
本
に
帰
国
し
た
袴
田

さ
ん
は
就
職
を
す
る
。
意
外
に
も
、
そ
れ
は一見
、

宇
宙
と
は
関
係
が
な
い
会
社
だ
っ
た
。

「
フ
ラ
ン
ス
系
の
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
入

り
ま
し
た
。
宇
宙
船
は
工
学
的
な
技
術
だ
け
で
は

飛
ば
せ
ま
せ
ん
。
経
済
的
な
裏
付
け
が
必
要
で
す

し
、
事
業
と
し
て
成
立
さ
せ
る
に
は
経
営
能
力
が

不
可
欠
で
す
。
む
し
ろ
、
自
分
は
そ
ち
ら
を
や
ろ

う
と
。
コ
ス
ト
管
理
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
振
り

出
し
に
実
業
界
で
経
験
を
積
み
、
35
歳
か
ら
40
歳

く
ら
い
で
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
事
を
始
め
よ
う
と
将

来
を
思
い
描
い
て
い
ま
し
た
」

偶
然
の
出
会
い
か
ら
月
を
目
指
す

　

と
こ
ろ
が
、
宇
宙
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
か
か
わ
り

は
、
突
然
や
って
く
る
。

「
働
き
始
め
て
４
年
目
に
、
友
人
の
結
婚
式
で
グ
ー

グ
ル
・
ル
ナ
・
Ｘ
プ
ラ
イ
ズ
に
参
加
し
て
い
る
ヨ
ー
ロッ

パ
の
チ
ー
ム
、
ホ
ワ
イ
ト
・
レ
ー
ベ
ル
・
ス
ペ
ー
ス
の
関

係
者
と
偶
然
、
知
り
合
い
ま
し
た
。
月
着
陸
船
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
開
発
し
、
月
面
ロ
ー
バ
ー
の
開
発
は

東
北
大
学
の
吉
田
和
哉
教
授
に
お
願
い
し
て
い
る
の

で
、日
本
側
の
資
金
集
め
を
手
伝
って
く
れ
な
い
か
、

と
頼
ま
れ
た
の
で
す
」

　

資
金
集
め
セ
ミ
ナ
ー
で
、
吉
田
教
授
も
含
め
た

関
係
者
４
人
が
意
気
投
合
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー

と
し
て
日
本
側
チ
ー
ム
を
作
り
、
活
動
を
開
始
す

る
。
20
代
の
終
わ
り
で
、
ま
だ
少
し
早
い
か
な
と

思
い
な
が
ら
の
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
。

「
始
め
て
み
る
と
、み
ん
な
忙
し
く
て
、な
か
な
か
時
間

が
と
れ
な
い
。継
続
的
に
責
任
あ
る
活
動
を
行
う
に
は

会
社
を
作
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
登

記
手
続
き
で
代
表
を
書
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、な
り
ゆ
き
で
は
あ
り
ま
す
が
私
が
代
表
を
引

き
受
け
る
こ
と
に
。勤
務
先
に
は
事
情
を
話
し
、
週

３
日
勤
務
で
掛
け
持
ち
を
認
め
て
も
ら
い
ま
し
た
」

　
２
０
１
２
年
末
、
ヨ
ー
ロッパ
側
チ
ー
ム
が
開
発
の

遅
れ
と
資
金
不
足
で
撤
退
を
決
断
。
翌
年
、
日

本
側
チ
ー
ム
だ
け
で
、「
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
」
と
し
て

再
出
発
す
る
こ
と
を
決
め
る
。
同
時
に
、月
面
レ
ー

ス
後
の
民
間
宇
宙
開
発
を
意
識
し
、
株
式
で
必
要

な
資
金
が
集
め
ら
れ
る
よ
う
に
会
社
も
「
株
式
会

社
ｉｓｐ
ａｃｅ
」へ
と
改
組
。
新
た
に
宇
宙
ベン
チ
ャ
ー

企
業
が
誕
生
し
た
。

「
２
０
４
０
年
に
は
、
数
万
人
規
模
で
人
が
宇
宙
に

出
か
け
て
い
く
時
代
に
な
り
ま
す
」と
袴
田
さ
ん
。　
　

　

少
年
の
日
の
袴
田
さ
ん
が
夢
見
た
宇
宙
は
、
す

ぐ
手
の
届
く
と
こ
ろ
ま
で
近
づ
い
て
い
る
。

“工学の技術”に
“経営と資本”が
加わることで
宇宙ビジネスが
実現する

株式会社ispace代表取締役　

袴田 武史 さん

私と
仕事との
出会い

                              2017.summer
Vol.09

HAKUTO は、プロジェクトの推進役であるispace 社と技術面を担う東北大学・
吉田和哉教授（最前列右から2 人目）の研究チーム、財務・法務・PR・営業・
デザインなど様 な々能力を持ったプロボノ（ボランティア）の 3 本柱で構成する。

欧米を中心に宇宙活用に関するトップレベルの
人物を一堂に集め、最先端の話題を議論する

「Space Forum 2016」。『宇宙資源開発（space 
mining）』のセッションにアジアから唯一登壇した。

提供：HAKUTO

提供：HAKUTO
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航空宇宙工学科の大学院を卒業し、ＪＡＸＡ（宇宙航空
研究開発機構）や宇宙産業の大手企業へ就職──と
いう“宇宙志望”の定番コースを選ばなかった袴田さん。

常に、自分でプランニングし、意思決定し、責任がとれる
世界を目指して進路を選択してきたという。宇宙船を自
分の手で設計し、飛ばしたいとの原点は揺らがない。

▼ 

東
京
都
生
ま
れ

▼ 

「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」
を
き
っ

か
け
に
宇
宙
に
興
味
を
持
つ

▼ 

上
智
大
学
に
入
学
す
る
も
、
航
空

宇
宙
工
学
が
や
り
た
く
て
、

名
古
屋
大
学
の
機
械
・
航
空
工
学
科

を
受
け
直
し
、
合
格

▼ 

宇
宙
船
の
全
体
設
計
を
学
ぶ
た
め

に
、
米
国
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
工
科
大
学

大
学
院
に
進
学

▼ 

米
国
か
ら
帰
国
し
、
経
営
の
現
場

を
学
ぼ
う
と
フ
ラ
ン
ス
系
の
経
営
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
に
就
職

▼ 

ホ
ワ
イ
ト
・
レ
ー
ベ
ル
・
ス
ペ
ー

ス
の
資
金
集
め
セ
ミ
ナ
ー
を
手
伝
っ

た
の
を
機
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
日

本
側
チ
ー
ム
を
結
成
。
チ
ー
ム
を
継

続
さ
せ
る
た
め
に
会
社
化
し
、
代
表

に
就
任
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

勤
務
と
掛
け
持
ち
で
活
動

▼ 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
チ
ー
ム
が
活
動

を
停
止
し
た
の
を
受
け
て
、
日
本
側

チ
ー
ム
が
単
独
で
挑
戦
す
る
こ
と
を

決
意
。
会
社
を
株
式
会
社
ｉ
ｓ
ｐ
ａ

ｃ
ｅ
に
改
組
し
、
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
を

立
ち
上
げ
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
を
退
職
し
て
、
専
任
に

▼ 

年
末
に
月
面
探
査
車
「
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ

Ｔ
Ｏ
」
を
打
ち
上
げ
予
定

袴田 さんが
起業家になるまで

■起業教育に関する情報はホームページでもご案内しています。

in
fo
rm
a
tio
n

http://www.jpx.co.jp/learning/education/entrepreneur/検索　JPX  起業家

主に中学生や高校生を対象とし、株式会社を疑似的に設立・経営す
る体験を通じて「生きる力」を育むことを目的とした「JPX 起業
体験プログラム」を全国各地で実施しています。2016 年度のプ
ログラム参加者を対象とした感想文コンクールを開催し、力作が揃
う中、千葉県八千代市立八千代台西中学校の田熊さへらさんが最
優秀賞を受賞しました。田熊さんは一連の体験を通じて「喜びを与
える商品を提供し、社会に貢献したいという気持ちが芽生えた」と話しています。
日本取引所グループ（JPX）は、次世代を担う生徒たちが社会や経済の動きに深く興味を持ち、
幅広く将来を考えるきっかけをこれからも提供して参ります。

昨年に続き 2016 年度も、「JPX 起業体験プログ
ラム」は文部科学省が主催する「青少年の体験活
動推進企業表彰」の審査員奨励賞を受賞しました。
この表彰制度は、青少年の体験活動に関する優れた
活動を行っている企業を広く全国に紹介し、体験活
動の推進を図ることを目的としています。生徒が自
ら課題を見つけ、考え、主体的に判断する資質や能
力を高めるきっかけとして、本プログラムの活用を
ぜひご検討ください。                                

［起業体験プログラム感想文コンクールを開催］ ［文部科学省から2年連続で表彰されました］

                      第09 号　　お問合せ：株式会社東京証券取引所　金融リテラシーサポート部　TEL：03-3666-0141　E-mail：kigyo@jpx.co.jp

Column

月には水のほかに、
どんな資源がありますか？
月の砂には、アルミやマグネシウム、鉄な
どの金属類が含まれています。ガラスの
原料もありますので、将来は太陽光パネル
を作れるかもしれません。貴金属も期待さ
れています。

勉強では、どんな工夫をしましたか？
大学受験の時もそうでしたけど、目標を決
めると、そのために自分はどうすればいい
のかを考えます。塾などには頼らず、自分
で勉強法を探して、最適なプランを立て、
自分で実行していくという自己責任方式で
やってきました。

中高校生に伝えたいことは？
例えば医師とか弁護士とか、あまり職業名
ばかりで考えない方がいい。それよりも、そ
ういった職業に就いて自分は世の中でどん
なことを実現したいのか、どんなことをすれ
ば自分が幸せなのかをよく考えること。結
果的にその職業に就けなくても、やりたいこ
とを実現する方法がきっと見つかります。

Q：

A：

Q：
A：

Q：
A：
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